
人口 235，858人

世帯 75.7261滋務

(63年 3月 1日現在)
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聖艶

昭
和
六
十
一
一
一
年
度
の
予
算
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
新
年
塚
市
総
合
計
箇

d
H
O
Tプ
ラ
ン
む

湘
橋
ひ
ら
つ
か
ν

を
施
策
の
基
軸
に
編
成
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
は
五
百
八
億
二
千
百
万

円
、
特
別
ム
F
計
は
四
百
六
十
九
億
四
千
四
百
十
二
万
五
千
円
、
病
院
会
計
は
六
十
二
億
九
千
二

百
四
十
点
円
で
す
。
「
き
ら
め
く
海
緑
の
丘
創
造
と
う
る
お
い
の
湖
南
の
都
市
ひ
ら
つ

か
」
を
討
指
す
主
な
F
算
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
(
一
示
一
に
も
掲
載
)研

究
を
し
て
き
ま
レ
た
総
大
ご
み

控

窃

社

会

参

加

を

処

理

施

設

の

護

号

、

震

檎
助
を
受
け
て
実
行
に
移
す
ほ

〈
〉
媛
緩
と
金
骨
か
い
に
溺
ち
た
ふ
笠
の
由
開
設
、
地
域
育
児
被
談
の
関
か
、
駅
北
口
の
公
衆
脳
出
所
の
改
修

れ
あ
い
の
あ
る
瀬
一
時
の
線
引
市
設
準
備
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
を
行
い
ま
す
。

市
民
病
院
の
震
設
備
を
む
き
成
重
な
ど
、
老
人
、
締
害
者
、
も
ま
た
、
女
性
の
社
会
参
加
霊

続
き
行
う
ほ
か
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
児
童
福
校
の
各
般
に
わ
た
る
穂
町
恨
の
た
め
、
議
動
の
拠
点
と
な
る
イ

ィ
パ
ル
や
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
l

施
策
の
充
実
を
毘
り
ま
す
。
ン
フ
ォ
メ
1
シ
ョ
ン
フ
ラ
げ
を
、

ツ
e

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
環
境
衛
生
で
は
、
か
ね
て
よ
り

M
Nピ
ル
に
確
保
2
U
量
す
。

を
阿
凶
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

i

j

重

富

へ

の

出

書

し

て

、

ス

轟

議

拐

事

饗

つ

よ

う

撃

議

仇
喝
伺

i
z
d
e
a
a品
有
4

1

宅
勾
i
a
g電
信

苦

4
F

こ
g
d喝
あ

ポ
l
ツ
の
普
及
粛
勧
の
発
展
に
力

J

I

i

a

ι

を
注
ぎ
ま
す
。

O
郡
古
川
滋
齢
制
介
濠
然
が
総
和
し
た
道
設
翠
事
業
を
進
め
る
ほ
か
、
生

地
域
生
活
を
重
d
制
し
た
福
祉
施
快
適
な
潟
市
間
の
額
一
巾
活
道
路
の
新
設
改
良
な
ど
に
つ
い

策
は
、
議
嬰
な
謀
議
で
す
。
そ
こ
最
近
の
交
一
通
の
質
的
変
化
や
新
て
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
で
き
た
な
六
品
翠
婆
主
に
対
応
す
べ
く
、
橋
り
ょ
う
毅
備
で
は
、
下
花
木

る
福
役
サ
ー
ビ
ス
協
会
を
年
度
内
総
合
交
通
体
系
縮
交
を
進
め
ま
橋
と
烹
織
の
認
は
替
え
工
事
を
引

に
設
援
す
る
よ
う
進
め
ま
す
。
こ
す
。
道
路
の
整
備
は
、
金
国
神
戸
き
森
容
一
行
い
ま
す
。

の
ほ
か
、
寝
た
き
り
老
人
介
護
教
線
改
良
事
業
や
入
野
岡
崎
線
の
歩
北
口
駅
前
広
場
は
、
改
修
計
画

;

;

‘

i

'

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
が
縫
い
ま

議

事

量

つ

語

を

j
し

ち

し

た

の

で

、

実

施

計

雪

進

め

て

ま
頭
1
2
4
1
、
官

apg事
グ
え
よ

i
e
J
8
4
2

ー

;

e

i

弓

寸

J

4

お
り
、
年
度
内
に
補
主
し
ま
す
o

oh議
室
撲
と
技
術
を
級
事
せ
て
議
技
術
の
導
入
を
凶
り
、
住
宅
整
備
は
、
重
住
宅
の
第

る
活
力
あ
る
瀬
湾
の
額
一
市
生
渡
性
の
一
一
品
い
幾
粂
基
盤
の
整
備
一
一
期
建
て
替
え
事
業
に
山
引
き
続

甜
開
業
の
援
襲
用
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
進
め
ま
す
。
き
、
第
一
一
期
肇
荒
事
}
一
五
年
継
続

モ
ー
ル
整
機
事
業
は
、
新
押
還
り
工
業
で
は
、
生
産
潔
境
の
整
鱗
で
行
い
ま
す
。

の
繋
織
を
し
、
既
成
シ
ョ
ッ
ピ
ン
と
保
全
の
儲
か
ら
、
工
業
基
滋
務
総
合
公
習
は
、
議
終
年
次
を
迎

グ
モ
ー
ル
と
あ
わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
変
を
手
が
け
ま
す
。
ま
た
、
中
小
え
た
紡
災
緑
地
に
あ
わ
せ
て
広
場

な
ど
活
性
化
に
つ
い
て
も
配
援
し
企
業
の
支
援
も
函
り
ま
す
。
と
麗
路
等
の
造
萌
幽
に
入
り
ま
す
。

ま

す

。

漁

業

で

は

、

第

八

次

漁

港

轄

議

レ

ス

ト

ハ

ウ

ス

は

二

か

年

継

続

事

農
業
の
振
幅
開
策
は
、
山
引
き
続
き
計
庖
の
初
年
度
を
辺
一
ヘ
左
岸
導
業
で
、
体
育
館
と
呂
本
庭
閣
は
車
中

生
産
基
盤
の
轄
務
を
進
め
、
あ
わ
流
撲
の
改
良
に
か
か
り
ま
す
。
業
の
進
み
具
合
を
見
ず
橘
互
し
ま

理

麓

官

接

続

的

欝

較

す

i雲
、
第
四
期
重

に
入
り
ま
す
。
懸
案
の
金
宮
川
流

の
議
か
な
人
務
委
等
花
を
は
ぐ
土
沢
中
学
校
特
別
教
笠
の
改
蟹
守
域
下
水
道
一
計
簡
は
、
県
が
行
っ
て

く
む
総
力
あ
る
湘
南
の
慈
市
を
行
い
ま
す
。
い
る
技
務
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
甘
語

学
校
施
該
務
議
で
は
、
紹
和
六
市
良
の
学
留
の
場
公
民
館
は
、
礎
鋳
査
寸
議
官
小
許
前
閣
を
六
三
か
年

十
四
年
度
開
校
を
同
国
拐
す
旭
陵
中
仮
称
大
神
公
民
館
の
熔
地
買
収
と
を
め
ど
に
進
め
ま
す
。

学
校
の
校
舎
と
、
ブ
ー
ル
《
ひ
時
間
館
の
祭
政
費
で
す
。
神
回
公
民
館
。
そ
の
他

堂
兼
麗
内
運
動
場
の
建
設
に
入
り
の
移
転
用
地
の
権
保
も
し
ま
す
。
都
市
灘
C
A
T
V
の
開
局
を
薙

ま
す
。
吉
沢
公
子
校
の
移
転
に
つ
車
問
少
年
の
察
官
脊
成
で
は
、
天
進
す
る
と
と
も
に
、

M
M
N
ピ
ル
の

い
て
は
、
実
施
設
許
〉
鉾
水
路
整
域
ふ
る
さ
「
広
場
に
完
成
す
る
キ
一
部
を
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
、
市

傷
、
進
入
路
整
備
費
亭
計
上
し
ま
ャ
ン
ブ
場
で
の
ふ
れ
あ
い
教
育
を
民
交
流
の
明
明
と
し
ま
す
。
ま
た

し
た
。
既
設
校
の
整
備
で
は
、
花
進
め
る
ほ
か
、
六
十
一
一
一
、
六
十
問
問
市
民
窓
口
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
週

水
小
骨
府
比
佳
品
目
新
改
築
の
準
備
綬
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
体
昔
品
開
り
、
十
か
所
の
地
域
市
兵
窓
口
セ

購
買
の
ほ
か
、
浜
岳
忠
義
校
生
司
を
議
設
し
ま
す
。
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
苦
労
話
な
と
お
聞
き

し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

「
手
弁
当
の
奉
仕
活
動
で
す
が
、

楽
し
く
て
苦
労
な
ど
な
か
っ
た
で

す
よ
」
と
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、

一
衛
等
者
の
方
の
喜
ぶ
時
酬
を
見
る

と
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
ま

す
」
な
ど
、
替
え
蔚
官
あ
ふ
れ
る
お

数
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
綴
で
警
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

た
。
皆
さ
ん
、
年
齢
も
会
へ
の
参
わ
ず
か
の
時
一
潤
で
し
た
が
、
家

加
年
数
も
様
々
と
い
う
こ
と
で
す
族
の
人
の
協
力
も
必
婆
ご
し
よ
う

が
、
怨
霊
い
あ
い
「
議
し
そ
う
し
、
自
分
自
身
も
健
康
で
な
け
れ

で

し

た

。

ば

な

ら

な

い

括

的

畿

に

、

皆

さ

ん

の

発
足
し
て
か
ら
こ
十
五
年
の
陽
熱
意
を
感
じ
、
そ
の
書
官
気
込
み
は

に
、
必
要
に
応
じ
た
霊
東
部
が
増
す
ば
ら
し
い
と
患
い
ま
し
た
。

や
さ
れ
、
海
撃
者
の
潔
境
全
体
に
ご
希
望
の
あ
る
方
は
、
福
祉
会

対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
が
着
々
鎗
に
お
出
掛
け
に
な
っ
て
は
い
か

と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
が
で
し
ょ
う
か
。

各
事
業
部
代
表
の
方
々
が
、
事
私
た
ち
も
障
害
者
の
万
キ
免
か

業
部
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
け
た
時
、
「
向
か
お
手
伝
い
で
き
る

し
て
/
¥
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
一
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
一
声
か

部
を
と
紹
介
し
ま
す
。
け
ら
れ
る
勇
気
を
持
ち
た
い
も
の

弱
読
者
の
た
め
の
拡
大
図
書
事
で
す
。



(2) 語召'ffi63年 41'召守 58  

士世 ノ行 β 'J 手見 雪3，OOO}jγj

手1:f割交付金 l(~O ， OOO万円

摂 柴 施 設 利 用 税 交 付 金 8.100万 円

自動宅取得続交付金 宕7，OOuhP3

地方交付税 1.OOOJj一円

交 通 安 全 対 論 特 別 又 付 金 4，000 円

分刊金及び負:tli金 音5.339万円

{R用料Rとびヂ数料 S(意8.819万円

支出金 36億 6，904 JJFっ
し弓 支出念日億5.507J5F可
財産山へ 3億 7.376万円

話連 入 金制意4，707Jj円

繰 越 金 41;意0.000万円

諸収 入 55燈 0.278万円

m 責 25億 5，886J:iF-3 

歳入合計 508億 2.100万円

議会費註2，4061ji'J

務費 52億 8.891JiFl

民生費 82(;宮6，044万円

高生費 55億 8，221Iiド1

'xr 働管 3穏 8，160万 1']

農林水産業費目指童2.002h円

高工費 11億 3.3'10万円

庁、費 117億 0，161万円

消防費 19{草2，733J;;rj

教育費削 倖0，241}jドi

公債費 33億 7.777万円

諸官出金 28億 7，094万円

予備費 1億 5，000万円

議出合計 508儀 2，100万円

生3君事努善幸止翠雷発づくり

健康診査等保健事業 2億1.092万円

市民病院整備事業 10f宮1，422万円

総合公園整備事業 15億 9，664万円

ひらつか天城山荘整備事業 4[意5.425万円

生活保護法に基つく扶助費 意5，400万円

老人f到建医損事業 65億 5，390万円

籾大ごみ処理焔設整備事業 9億 9.894万円

宇 揮 駅 北 口 公 衆 便 所 新 改 築事業 3，526万円

同
月

F
h
u
 

年昨冶
第
三
十
八
岡
山
七
夕
ま
つ
り
に
華
マ
申
し
込
み
郵
便
等
で
、
住

駅
を
添
え
る
「
ミ
ス
七
夕
」
「
七
夕
所
、
氏
名
、
生
年
月
呂
、
職
業

唱
の
岡
県
」
宇
}
募
集
し
て
い
る
。
(
勤
務
先
)
、
篭
話
番
号
、
身

M

7
選
出
人
数
ミ
ス
七
夕
3
名
、
長
、
体
重
、
パ
ス
ト
、
ゥ
エ
ス

j

七
夕
の
星
4
名

ト

、

ヒ

ッ

プ

の

ザ

イ

ズ

を

朝

日

認

で

応

募

資

格

室

内

に

在

、

し

、

室

(

カ

ラ

ー

す

l
ピ
ス
サ

は
復
勤
-
在
高
ナ
す
る
末
婚
女
性
②
イ
ズ
、
上
半
身
)
同
封
の
う
え
申

設
四
歳
か
ら
お
裁
ま
で

(
7汚
7
臼
し
込
み
を
。

夕
現
在
)
。
た
だ
し
、
高
校
生
と
以
・
一

T
m
z
潔
市
浅
間
町
宮
番
1
号

制
前
に
ミ
ス
七
夕
、
七
夕
の
星
に
選
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
出
向

ミ
山
山
さ
れ
た
方
は
除
く
)
な
お
、
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト

マ
募
集
嗣
期
間

4
月
初
日
(
水
)
は
、
六
月
五
日
(
日
)
市
民
セ
ン

か
ら
5
月

お

臼

(

水

)

タ

1
で
務
か
れ
る
c

農業@懇E3斉議設要色づくり

新f中通りショソピングモ ル事業意8.532万円

中小企業金融付策経費 5{意2.571万円

農業主基盤整備事業 8i，宜9，317万円

漁港整備事業 直2，852万円

ニューメディア推進関係経費 6.994万円

昭
和
六
十
一

良
教
酷
背
負
と
し
て
、
多
一
回
勝
顕
教

諭
と
問
中
金
+
一
教
諭
が
、
一
一
一
尽
一

十
五
日
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ

れ
た
。
功
績
は
次
の
と
お
り
。

7hy鶴
一
勝
薮
懇
時
的

教
職
包
十
一
一
…
年
間
の
全
て
を
小

学
校
繋
聞
に
傾
注
し
、
子
供
た
ち

教事寄・文イヒ翠総重量づくり

旭陵中学校建設事業 14億 9，349万円

浜 岳 中 学 校 校 舎 改 修 事 業 1億 0，018万内

仮称大神公民館新築事業 意7.552万円

美樹館建設準殺関部必至費 3億 9、370万円

審事前務鴻づくり

幹綿道路整備事業 2イ意6.162万円

都市計習街路整機事業 別意7，4247J円

道路改良事業 5億 9.545万円

橋りょう整備事業 3億 4.441万円

公共下水道整備事業 50 億 4，000万円

都市下水路整情事業 9億 8，346万円

排水路義備事業 3億 2，069万円

保脊童話におい

事する。

学校教育法による短綴大学を

昭和62年 3月以降卒業し、保母

の資格を手まする方。
4丹 27日旬、)第 1次試数、 5月

中旬第 2次試験〔面接)。

・受験手続き 申込書及び受験票に所要事項を

記 入 し 、 企 画 部 織 員 課 へ 蕊 接 本

人が持参する。 4汚 228まで0

.受験申込擦の書曹求先

襲受a 章式

その他
コミュニティセン主ー整備事業 (MNどjレ)

2億2，980万円

内 様321

。
一
輯
法
楳
相
談

4
月
却
臼
(
水
)
、

4
月
訂
臼
(
本
)
、

5
月
日
5
(水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
愛
記
、
品
開
託
、
灘
鼎
属
機
毅

5
月
日
日
(
金
)
、
日
時

t
話
時

。
一
肌
都
市
出
向
相
談
軍
司
(
た
だ
し
、
土
壇
は
は
時
ま
ず
じ
、

B

曜
-
祝
日
は
除
く
)

〈
〉
泊
費
生
溺
栂
談

4
月
日
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、
5
月
6
日
(
金
)

。
寺
i
5寺

l
u
g
-
-
z
p
 

〈V
定
前
卑
金
槍
詳

5
月
9
日
(
月
)
、
叩
時
3
日
時

。
発
明
場
設
特
許
椙
談

5
汚
9
B
(
金
)
、
叩
時
'I3
日
時

。
下
額
融
引
相
談

4
月
幻
自
(
木
)
、
日
時
回
分
jji

、
お
時

八
〉
住
宅
機
談

4
月
目
白
(
火
)
、
日
時
1
日
時

務
少
年
繍
鉄
骨
品
(
市
民
セ
ン
タ
!
…
一
階
)

付
制

j
七
一
一
一
一
一

月
1
金
藤
田
9
時
1
同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

。
協
み
ご
と
培
e
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
砂

お

i七
八
一
一
一

O

月
5
土
曜
臼
9
時
5
四
時
間
分

儲

抽

い

茎

絵

日

制

i
一
一
三
一
一
一
一
一
一

ハY
一
議
ご
と
糟
談
毎
遇
月
曜
段
、
日
時
3
日
時

。
母
子
額
融
制
瞳
遜
河
4
金
瞳
目
、

9
時
1
日
時

。
難
脚
蝿
掴
現
議
橋
脚
酷
毎
週
月
3
金
曜
日
、
9
時
3Mm時

〈
〉
議
齢
審
線
描
輔
副
帽
毅
毎
週
月
1
金
曜
岳
、

9
時
加
分
1
日
時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

。
一
掛
人
相
綴
需
月
第
3
木
曜
日
、
拍
時

s日
時
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一
む
侵
入
滋
を
再
開
ぐ
に
は
一
⑬
一
両
国
動
車
盗
者
務
ぐ
に
は
利
用
で
き
る
γ

人は、

了
鍵
か
け
と
戸
締
ま
り
ふ
検
を
習
一
・
灘
れ
る
と
き
は
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
一
外
出
の
烈
難
な
万
。
還
資
は
、
二

…
欄
間
討
つ
け
る
一
す
る
と
と
も
に
、
窓
を
確
実
に
一
♂
れ
ま
で
四
百
九
十
円
、
以
後
包

丁
戸
締
ま
り
は
、
一
一
段
替
え
(
ワ
一
閉
め
る
一
百
十
五
幻
ご
と
に
八
十
円
増
し
。

一
ン
ド
ア
i
ツ
I
ロ
フ
ク
)
に
す
一
@
墜
の
中
に
現
金
、
費
量
品
な
ど
一
乗
車
で
き
る
人
員
は
、
車
い
す
一
一

一

る

一

を

置

か

な

い

一

台

と

付

き

添

い

四

人

、

ま

た

は

ス

了
隣
近
所
と
は
同
留
守
の
頼
み
合
い
て
路
上
正
駐
車
を
や
め
、
駐
車
場
等
一
ト
レ
ッ
チ
ャ
I
一
台
と
付
き
添
い

一
な
ど
、
白
ご
ろ
か
ら
協
力
で
き
一
に
駐
車
す
る
一
郎
入
。

一

る

よ

う

心

岳

げ

る

一

O
惑
徳
商
法
辛
料
的
ぐ
に
は
一
・
タ
ク
シ
ー
会
社
神
田
交
通

一
0
8転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
告
額
一
・
必
ず
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
た
一
電
認
M
i一一一一二二

一

防

犯

活

動

を

進

め

て

い

く

。

一

ぐ

に

は

一

ま

ま

応

対

し

、

身

分

や

要

五

一
こ
の
時
閣
制
は
、
大
剛
明
記
運
休
の
た
て
路
ヒ
放
置
は
や
め
、
駐
京
場
等
一
確
か
め
る
ま
で
女
閉
聞
の
争
げ

一
め
犯
罪
が
例
年
増
加
し
て
い
る
。
防
一
に
正
し
く
駐
車
す
る
一
れ
な
い

判
一
犯
活
動
が
家
緩
か
ら
地
域
ぐ
る
み
て
離
れ
る
と
き
は
、
必
3
9
鍵
を
か
一
・
不
塁
思
に
拐
罪
約
し
、
サ
イ
、

山
山
一
へ
と
広
が
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
ひ
一
け
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
掛
け
一
押
印
を
し
な
い

品
一
と
り
ひ
と
り
が
防
犯
に
心
掛
け
、
一
る
一
・
話
を
も
ち
か
け
ら
れ
て
も
、

竺
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
て
住
所
、
氏
名
電
議
選
手
J

を
書
一
気
を
出
し
℃
断
る

一
一
一
い
弐
だ
き
た
い
。
一
き
妨
墓
古
目
指
を
す
る
一

子
一

員一
宅
一

誌報ひらつか震富手063年 41'翠守 58(3) 

鈎要望、小売業務Ji!iの望者さんへ

適正吉J稼業省では、昭和63年 6月

1日務在で商業五充計調査を行う。

調査に際しでは、知事が任命した

調査員がお伺いするので、ご協力

を ρ

と甲

(D52蒸気機関車周辺)

@対象小学生、幼稚猶児、保育題児

。持持参す~もの えのく¥クレヨン、i!!i板

など。 E軍用紙は、当沼会場で 1人 1枚ず

つ配布する。応募作品は、返還しない。

{催し鞠3揮怒盟事韓瀦幾康

柊耗骨量官 1階講堂

a 問 い 合 わ せ 社 会 教 育 課 文 化 財 保 護 係

内綿528

5 守重量)~298(慰}

5月 27日午後8時間分出発一東北自動

車道東 吾 妻 登 山 口(28尽)一東吾妻山一姥ヶ原

切経山-"地滋泉{治〉飽設菟学(29臼} 見附台

体育館前午後 7時頃到着

・普参加重警 18，OOOF弓(宿泊費、交通費等)

喝事事鏡人数 40人〈定員になりしだい締め切り)

，崩し込み 4丹羽田掛から見附台体育銭円体育

課体育部(需話31-3060)へ参加費を添えて申し

i6主?。

，問い合わせ体育課体育係

告i



(4) 

ー幅え る I主む火 ー /、 君主
に発地よ意をは警護基 / '¥ お

;間27352 量 (~i
ζ けきてつうだが寵吾 、o{/ヘ¥..;:tI偽

とれておでとけ発三;;: ，、サム八 1

当ド炉百号竺μ判
るは事 f肖十、大こ トJ什 I¥
。大させ分やら や~. 'J  

235弔市fiiaij;!;
きし議毒量るでン光 ら 備ら

う ~~i~~ 室長 2 2雪??ZR 
ライEをは!口しりオ; の と とにた
グ用、 ン主函ン都 き が t主め

長震で裏ベラ害訴 富 翠 奇警に:

昭和63年 4Fl15日らっち、

心なごむ縁の街ヘレッツゴー/

<lll 4 月 29~ヨ(稼)
日動物村、緑の不自談室、青空コンサート、端緒作り教室、

森林コーナ一、 Z巴料の配布、苗木配布{さざんか、つつじ、サ

ルピア、なでしこ)、草花開売、檎木市、用土夜帰。4月308(こと)
' 臼動物村、緑の相談室、森林コーナ一、肥料の配布、苗木の

配布(姫くちなし、さっき、マリーゴールド、なでしこ)、

用土配布

担

)

一

な

お

、

参

加

申

込

者

は

別

に

定

打

V

巾
込
期
限

4
バ
犯
行
(
土
二
め
る
日
持
、
ム
議
で
作
文
の
記
述

と き 5月24El(金)午後6時 30分 。演奏 ジェラシー、主事総採りのタンゴ

ところ 市民センターホーJ[; "5.クンパ)vシータ‘議い霊童等の名儲

'A'I締斗 5席 4，000丹、 A席3，500円、 日席2，500f弓

・書官費思弾 4月248午前10時から市民センター事務局、ヤンレ

イレコード、カマヤストア、稲Jel蓑楽器f品、サクラ書本属、

ヨネザワ翠器、花水害出、文栄営、なでしこ書房
市民センター

電話32.2235

51守3
・韓の棺談室、木工工作教室、韓林コーナー、 oE!料の配布、苗

木配布〈酔ふょう、くちなし、ベチュニア、なでしこ入肥料の

配布、 F暫土配布、せり市、草花gp売
裟苗木配布は、 1人 1留に自主り、苗木 1本、草花 3鉢、用 t1 

袋のいずれかを、午前 9時から先替相頁に配布。
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ムのLlJは

そ盟主Z
のり手都塚

言雪232
量言言語重
量ヂ皇室号
ことにの し
のす家こて
馨る庭れい

こにはる

きさ号室
書票
をお

主

え
ま
す
。
若
者
た
ち
の
突
い
甫
も

問
聞
こ
え
ま
す
。
こ
こ
は
、
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
ま
つ
り
の
会
場
で
す
。

パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
あ
や
つ
り
人

形
な
ど
一
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
周
り
に

は
、
家
燦
逮
れ
な
ど
で
人
垣
が
い

く
つ
も
で
き
て
い
ま
し
た
。

街
は
モ
ー
ル
化
さ
れ
、
き
れ
い

に
な
り
、
今
日
は
多
く
の
人
た
ち

で
、
活
気
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し

た。

係
(
内
線
五

C
五
)
、
平
塚
憲
一
向
少
年
一
所
、

3
位
県
立
高
校
、

4
伎

会
館
(
篭
話
m何
十

七

O
一
一
九
)
へ
。
一
横
浜
ゴ
ム
、

5
佼
消
防
署
、

6

・
申
込
期
間
同

4
月
初
日
(
水
)
一
位
三
和
ケ
ミ
カ
ル
、

7
佼

日

3
5月
同
日
(
土
)
一
本
ク
ラ
ウ
ン
コ
ル
ク
、

8
佼

湘

一
央
建
設
、

9
位
焼
肉
こ
う
い
主
つ

一
館
、
羽
位
奪
ぷ
電
力

県
ス
キ

i

技
会
の
結

ナト

教

事

塁

れ

で

は

、

軍

高

山
比
一
婦
人
卓
球
大
会
を
開
く
。

弱
々
一
マ
日
時

5
月
刊
品
目
(
木
)
午
前
一

均

一

ヲ

マ

…

第

十

八

回

平

塚

市

少

牛

少

女

マ

竺
マ
会
場
見
慰
問
体
育
館
一
ラ
ソ
ン
大
会
が
一
一
一
月
六
白
平
塚
競

汚
一
マ
毒
あ
資
絡
市
内
在
淳
一
の
家
庭
一
段
場
で
行
わ
れ
、
参
一
加
者
六
百
人

炉
一
婦
人
お
よ
び
お
歳
以
上
の
婦
人
一
が
白
己
記
録
に
挑
ん
だ
。
な
お
、

何
一
長
男
法
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
ジ
一
上
位
入
喜
誌
の
と
お
り
。

一
!
グ
戦
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
一
(
敬
称
略
)

一
マ
チ
ー
ム
蝿
浅

1
チ
ー
ム

3
1
一マ
5
年
男
子
一
一
古
ル

1
佼

猪

一
6
人
、
補
欠
2
人
(
小
学
校
惑
f
一
俣
和
行
(
吉
沢
小
)
、

2
位
興
一

一
区
域
内
で
編
成
、
何
チ
ー
ム
で
も
一
山
陶
弘
(
八
幡
小
)
、

3
位

早

一

可

)

一

坂

浩

明

(

富

上

支

小

)

一
申
し
込
み
は
、

5
R
7
B
一マ

5
年
女
子
千
千
円
山

1
低

成

一
(
土
)
午
後
O
時
初
分
ま
で
に
一
瀬
麻
衣
子
(
富
士
見
台
、

2
位

一
見
空
ほ
育
館
内
体
音
謀
議
話
一
一
一
一
石
こ
ず
恵
富
士
見
小
)
、

3

一ぉ
i
一
一
円
〉
六
(
)
)
へ
。
…
位
太
沼
い
ず
み
(
花
水
小
)

一

弓

道

教

憲

一

関

く

一

マ

6
J童
子
一
一
F
M
1位
杉

一

一

山

大

(

南

原

4)
、
2
位

石

田

一
平
塚
一
弓
道
警
主
催
に
よ
る
、
一
義
久
(
真
土
小
)
、

3
位

余

Z
J

一
弓
道
教
策
が
問
問
か
れ
る
。
一
裕
保
(
金
田
小
)

一
一
〉
白
程

5
月
号
臼
1
6月
刊
叫
良
一
マ
6
年
女
子
一
千
M

M

1

位

回

一
の
毎
遜
丹
、
金
曜
日
(
全
日
川
一
中
亜
也
子
(
松
延
小
)
、

2
佼

一

閉

山

)

…

鈴

川

川

や

よ

い

(

勝

旗

小

)

、

3
伶

で
待
問
午
後
6
持
ぬ
分
1
8同
町
一
川
間
こ
ず
え
(
大
野
小
)

一
マ
会
場
平
塚
口
勺
道
場
一
寸
中
学
男
子
一
二
千
U

I
位

小

一
マ
対
象
市
内
在
住
、
在
勤
の
中
一
峠
雅
史
(
山
機
中
)
、

2
位

山

一
学
生
以
上
の
男
女
(
史
子
生
は
、
一
下
恭
彦
(
金
地
中
)
、

3
佐

川

一
親
の
冨
思
が
必
要
)
一
口
隆
文
(
太
洋
中
)

ヌ
芸
員
先
着
加
入
手
中
掛
才
女
子
二
千
日
川

1
位

鎌

マ
教
材
費
一
千
五
冶
月
一
間
恵
(
太
洋
中
)
、

2
佼
永
島
町

申
し
込
み
は
、

4
月
刊
山
臼
一
矯
子
(
太
洋
中
)
、

3
仇

磯

崎

(
月
)
ま
で
に
、
見
監
口
体
吉
田
総
一
久
美
子
(
神
間
判
中
)

し
、ι環八去ををはじめ四季の平塚の風景及び行事で、観光

宣伝に適切な作品を募集し、平塚の観光を広く相介@

立f云する。

{平草書υ1索 Ji相南平、湘南潮来、平理砂丘夕映え、森

の前鳥神社、八幡出公話題、霧降りのま竜.!を持昔寺、七国

蹄 e 遠藤原、金目I11と観音堂

。サイズ ①カラーキャビネ以上白ツ切まで、②カラ

ー ス ラ イ ド 35%(白黒写真、紹写真は募集しない)

<>送り先 5 f-=j 12日(木)までに、平塚市観光協会事

務局(商工課内)または、市内カメラ務総合加盟庖へ。

<>重電推篤 1名、特選 l名、平理八景笥8名、入選外

問 い 合 わ せ 経 持 部 商 工 諜 観 光 部 内 線549

く)J草野?合体望著書室(電話31寸 057)

@関部評聾笥 卓球、ハドミントン、パスケツ

い、軟式庭球(~~~ 16骨子)、パレー(16時~)

罷 4 日(丹)午章表 1時~午撞 8時

・5月 9日(月 11

守 5月23臼(丹)ノ/

白鳥{こ利潤できます

ただし、どき鰐はできません
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号

第 44守苦聾

中@高校生の育成セミナー開く

。 研 修¢講義、話し合いによる研修

信汚主流、交歓研修

<Jl:集団生活の体験研修

く〉申し込み 希望される方は、 5月四臼までに、

晋少年諜育成係(内綿505)へ

。 対 象中 学2年生以上と高校生

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
青

年
男
女
ι

原
則
削
と
し
て
認
歳
か
ら

鈎
歳
ま
で
の
未
穫
句
た
だ
し
、

高
校
生
は
除
く
。

門
事
込
方
法
〕

5
河
川
比
日
(
土
)
ま
で
に
市
青

少
年
課
へ
直
接
申
し
込
む
。
受
付

時
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時

日
制
分
。
ム
ム
羅
臼
は
午
後
2
時
ま

で
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
し
だ

い

締

め

切

る

。

一

I
l
l
i
t
-
-
i
i
i

一
議
一

轟
轟
欄
一
畑
一一、友一

マ
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
一
議
「

マ
入
場
料

A
席
二
千
五
百
円
一
~
一

B
席
二
千
円
(
全
席
指
定
)
…
月
一

※
問
い
合
わ
せ
市
民
セ
ン
タ
ー
一
セ
一

事
務
局
室
ヂ
一
一
二
三
五
二
時
一
間
一
本

移動翻霧鑓あおぞら母 5月日程

野みじゅ
問

分

~
却

時

時
四

日
叶
は

~
印

分

※
却

と

時
時
中

訪
日
は

~
き

問
時
と

お
寸

4
ヘノ

静

血

剤

開

出

荷

!
市
川
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
…
@
期
間

4
月
九
凶
臼
(
木
)
i
m

(
電
話
MMi一
一
一
一
一
一
五
)
へ
。
先
一
白
(
火
)

着

照

一

{

春

の

山

野

草

展

}

B

申
込
期
限

5
月
5
日
(
木
)
一
・
期
間

4
R幻
自
(
木
)
1
m

一
日
(
火
)

ま
ち
か
Y
牢

ぎ

フ

一

議

5
間
針
布
る
患

リ
i嬢
一
都
議
智
護
問
一
・
期
間
同

4
月
初
日
(
木
)
1
5

一月
3
5
(祝
)

の
毎
棄
曜
日
全
4
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
ミ
ま
ち
か
工
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
書

9
日

を

除

く

)

ど

ギ

士

ブ

リ

1
一
み
つ
け
」
に
緩
一
興
一
祭
最

会
問
問
午
前
日
時
一
1
午
示
す
る
作
品
奪
藁
し
て
い
る
。
了
期
間

5
月
5
臼
(
祝
)
1政

一
寸
議
潟
県
立
栄
養
短
期
マ
展
示
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
一
日
(
火
)

マ
教
材
費
一
千
五
百
円
一
教
授
議
選
一
子
氏

1
ル
南
側
壁
語
、
ガ
ラ
ス
繋
パ
一
符
婆
で
笠
麗

窓
際
織
物
}
募
集
加
入
一
マ
教
材
費
二
千
一
一
百
円
ケ
ー
ス
各
2
か

所

了

期

間

5
2日
芸

会

マ
日
程

5
5
?
7月
1
E
一

言

語

法

量

一

寄

能

な

作

品

妻

、

絵

百

五

皇
室
開
唱
B
e
全
8
回

一

は

が

き

に

希

望

l
ス

名

扇

、

童

官

、

手

工

芸

喜

一

a

時

間

午

前

議

1
以

降

一

枚

に

1
人
1

コ1
ス

)

、

住

所

、

一

マ

利

用

料

無

純

一

市

渓

ギ

ャ

ラ

リ

ー

守
票
率
織
物
史
主
幹
一
氏
名
、
年
齢
、
霊
毒
、
勤
務
詳
し
く
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
内

7
中
央
公
民
需
渓
ギ
ャ
ラ
リ
ー

石

野

望

氏

一

先

在

記

入

の

え

高

平

塚

市

一

ひ

ら

つ

か

カ

ル

チ

ャ

ー

教

室

(

篭

一

(

篭

喜

一

二

三

マ
教
蓄
一
一
一
千
五
百
円
一
追
分

1

m

毒
事
央
公
民
否
認
二
一
一
一
言
)
へ
。
一
〔
雲
市
民
美
術
品
背
}

{
健
康
の
た
め
の
食
生
活
(
実
一
館
(
霊
ヤ
一
一
一
一
一
)
へ
。
一

i
i
j

ア
富
4
丹
羽
田
(
水
)
i
M

時
点
目
165
一
持
品
川
)
一
号
宇
佐
一
F
2
5

カ
ル
チ
ャ
;
教
室
一
川
畑
川
四
〉
一
一
ト
持

5i(日
)
1
4

て
市
民
プ
ラ
ザ
(
電
話
お
上
ハ
一
三
{
平
塚
市
島

ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
一
職
業
を
記
入
の
う
え
、
一
T
制

平

塚

一

一

一

九

)

了

諮

問

5
口

は
、
五
月
に
閤
議
す
る
講
座
の
受
一
市
克
幅
削
防
犯

i
l
古
民
セ
ン
タ
一
{
京
殺
沼
開
発
表
会
}
一
白
川
5
日
(
日
)

講
生
を
募
集
す
る
。

{
殺
と
子
の
造
形
教
事
口
募
集

親
子
別
組

マ
日
程

5
月間
μ
B
i
m月
目
白

の
毎
月
鎗
3
日
曜
白
・
全
6
回

・
時
間
午
前
日
時
1
日
時
加
分

マ
講
師
造
移
動
芸
宵
家
用
問
村
敬

子
氏

マ
受
講
料
親
子
2
人
分
六
千

円
(
教
材
費
郡

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
往

氏
名
、
年
齢
、
電
謡
喬
号
、

20B 

21臼

24日

24日

25日

26臼

26日

27日

31日

6日

7日

10臼

10日

llEl 
12B 

12E."1 

13B 

17B 

17臼

18B 

19臼

19日

海宝寺

※豊田公民主富

来田村ちびっこ広場

域島公民館

※岡崎小学校

※念日ヨ公民館

土皇擦寵小学学P校

言液茨吉沢公民舘

制公釘主豆ε副ノ'1
金図小学校

※みずほ小学校

-日揮 4 月 22 日 ~5 月 20 臼の毎週金曜日

e 時間四時~21時

・対車青年 20人

台関盤挺棉毒

・貸出室、事考室

火~日曜日 9 時~16時50分

(金曜日のみ 9 時~18時四分)

・こども室 火~土曜日 日時~えそ時間分

日曜日 9 時~16時四分

合体線認 聾週月哩日、 4月四日、月末、

5月 3日、 4目、 5日

会慰霊寄贈 〒制捜間町12~41 電話31-0415

帯型i行 鞠

平 塚市 史、行政概要、平塚田年の

さ歩み、平塚市史民俗調査報告書、平

場住民実態調 査 結 果 、 平 理 市 般 会

計予算書、平阜市勢整覧、本自模111の
魚 と 換 、 平 塚市統計書、ひらつか福

祉の手引、ひらつか青少年育成その

す が た と 動 君、青少年をとりまく環

境の実態調査、平揮市民病院年報、

学 校要覧('J'，中学校)、広報ひらつ

か、市民文芸、公害情報、平車市議

会会議録、平塚四季の自然、七夕30

年 の あ ゆ み、わたしの夢湘南ひらつ

かの未来

県 刊行物

県民所得 統計、京浜文化、情報公

開、神奈川原史、かながわの名木100

選、 神奈 川県文化財図鑑、かながわ

のむかしはなし、神奈川県埋蔵文化

財調査報告、 700万人のかながわ、県

勢 要 覧 、 市町村要覧、画業統計調査

結果報告、工業統計雲間資結果報告、

神 奈 川 県 土 地利用基本計画、神奈川

県地域統計指標、新かながわ立性プ

ラ ン 、 神 奈 川覇境白書

(図醤館 3糖参考室、閲覧のみ〕

喜善愈務寺罪事が変E竃
貸出室、参考室は金曜日のみ18時

30分まで開館している。ご利用を。

世験窓会

@ 4月口鶴{自} 四時、 14時 3措ホーJレ
「鳥揮〈うばい)J 27分、カラー

万事の時代から紅員めの樺染契約として便わ

れてきた鳥梅の作り方を紹介し、日本の技の

継孟揮存の大切さを訴える。

「日本町文噛 23分、カラ

どもの臼に、韓子でアニメーショム/映画

そ楽しむ。

暢期間 5月 5日(祝)

・時間 10時~12時、 13時30分~15時 30分

対委表掛子 50人〈入場自由〉

を染める0

・日時 5月訪日(水) 10時~15時
・会場博物賠科学教室

募集人員知人く抽せん〉

胃申し込み 5月10日むた)までに往橿はが

きで{材料費200円)

会体鵠沼 鐸週月曜日、 4月29日、月末、 5

月 3日、 4日、 5日

食博物語宮 ギヂ254桂間町13-41 電話33~5111

-日韓 5月10日へ 6月14日の毎週火曜日

a 時間 19時~211J寺

'対象青年四人く申込制〉

台骨盤穏 嬉i鹿月盟国、 4月29日、 5月 3日、

6日

官膏少年金鵠

守制捜間町12-41 電話32-7029

皆んな

で考えながらミニコミを作る。

・日程 4月21日〈木) ~4年 3 !'l

・時間 19時-21時

・対象青年間人く申込制〉

@4月間関(恩〉 四時、 14時 3酷ホール

「ゆきちゃんこんにちわ 19分、カラー

あいさつ自できない少女が、雲の輔自少年

と知り合ったことからはさはさとあいさつが

できるように掠るまでを描く。

「乙女時J 15分、カラー

「蛇女漕J 20丹、カラ

骨 5丹1513 (自) 10時、 14時 3輔ホール

「大造じいさんとがん 23分、カラー

残曹と呼ばれる躍と大造じいさんとり戦い

と知車くらべなど、人と曜との吏慌の移張晋。

「あんじゅとずしおう 31分、カラ
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(16円)、エフロン、 角 η 、タオ

n〆 (23日)

話召手自6 3圭李41'ヨ守を58〈ア〉

(
前
草
分
年
殴
附
得
税
額
に
よ
り

変
わ
る
)
。
生
活
保
護
位
帯
、
市

民
税
非
諌
税
世
帯
は
盤
山
料
。
一

狂
犬
病
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
犬
一
り
を
島
に
、
健
康
願
望
づ
く
古
問
い
合
わ
せ
禿
霊
草
履
一
…

の
伝
染
病
で
、
病
気
に
か
か
る
と
て
り
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
と
総
合
指
導
一
づ
く
り
係
(
門
緩
二
五
九
)
一

狂
暴
化
し
全
身
ま
ひ
で
一
死
ぬ
こ
と
よ
せ
行
っ
て
い
る
。
結
婚
十
周
年
の
一
一

が

多

い

。

…

記

念

警

や

、

女

性

の

一

厄

年

(

三

一

床

下

薬

離

散

布

一

襲
課
と
平
塚
一
保
健
所
で
は
、
一
十
一
一
一
歳
)
健
診
な
ど
に
ご
利
用
一
床
下
薬
剤
散
布
(
五
塁
)
を
一

狂
犬
市
内
予
防
法
に
基
づ
き
、
生
後
一
を
。
一
次
の
日
程
で
行
う
。
散
布
日
に
留
一
一

九
十
一
日
以
上
の
飼
い
犬
の
登
録
一
マ
日
程
・
内
容
一
守
と
な
る
家
庭
で
は
、
数
布
場
所
一
山

と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
長
行
う
。

7
1
g
U
5月
お
日
(
金
)
一
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
い
一

偶

人

通

知

は

し

な

い

の

で

、

忘

れ

一

生

要

最

空

襲

襲

査

一

た

だ

き

た

い

。

ご

い

ろ

い

ろ

な

露

で

露

ず
に
。
一
(
心
電
図
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
口
一
{
関
村
地
援
母
治
晶
表
一
ぃ
障
害
が
進
む
と
、
肝
綴
の
総

な
お
、
日
務
内
に
受
け
ら
れ
な
一

i
ル
、
中
性
脂
肪
、
貧
血
、
血
一

7
2
日
間
村
第
}
植
竹
盛
や
一
川
織
の
中
に
繊
維
の
網
が
で
き

か
っ
た
り
、
臼
程
後
、
銀
い
犬
が
一
丘
、
尿
検
査
な
ど
)
一
宮
の
前
住
宅
、
マ
6
呂
田
村
第
一
…
て
硬
く
な
り
、
表
面
が
デ
コ

生
後
九
十
一
日
以
上
に
な
っ
た
と
て

2
釘
[
日

5
月
幻
[
口
(
金
)
一
?
第
3
、
V
7
日
田
村
第
5
、
一
一
ボ
コ
し
て
く
る
。
さ
ら
に
進

言
、
必
ず
一
望
室
で
一
受
け
て
い
一
体
力
測
定
お
よ
び
総
主
導

7
3
思

議

?

サ

ニ
l
メ
ご
む
と
肝
臓
は
小
き
な
り
最

た
だ
き
た
い
。
一
マ
料
金
一
一
一
千
五
百
円
同
一
ゾ
ン
田
村
田
山
地
一
一
さ
も
減
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

マ
料
金
四
千
八
百
円
(
喜
一
マ
申
込
先
平
思
議
欝
(
喜
一
実
護
区
{
援
護
〕
一
い
よ
う
な
状
態
が
妊
察
A
で
あ

料
、
注
蔚
料
金
「
注
射
済
票
、
交
一
日
記
!
O
一一一一
O)

一
一
〉
江
田
大
神
第
1
・第
2
・
音
一
和
る
。

付

手

数

料

)

。

登

録

だ

け

の

方

は

一

一

一

際

、

マ

2
臼
大
神
第
3
・
第
4
一
;
:
吟
:
÷
令
一
;
;
一

一

訪

問

看

護

綴

を

派

透

一

1

一

一

一

千

百

円

一

二

機

襲

撃

調

会

〕

一

鳥

{

議

選

向

思

議

マ
持
参
す
る
も
の
妻
子
核
一
三
!
五
歳
以
下
の
在
宅
療
養
老
亨
昔
横
内
第
1
・第
2
・

横

工

翠

議

室

霊

予

習

量

、

マ

管

長

持

ま
た
、
鱗
い
犬
を
譲
渡
し
た
り
一
で
、
卓
義
援
助
や
看
護
方
法
の
抱
一
内
団
地
、

7
H日
横
内
第
3
、
一
マ
初
日
入
山
瀬
a

み
ど
り
ケ
一

0
8月
金
田
、
金
岳
、
土
産
、

-
死
亡
し
た
と
き
ほ
、
必
子
ご
連
絡
一
導
を
受
け
た
い
と
希
議
さ
れ
る
方
一
マ
泌
一
同
横
内
第
4
会
的
自
一
氏
、
マ
れ
尽
郡
北
、
マ
出
品
目
一
宮
沢
、
熔
地
屋

一

五

。

一

に

、

訪

問

看

護

婦

を

派

遣

し

て

い

一

夜

襲

警

護

一

大

畑

主

邑

題

住

宅

二

日

一

告

書

せ

は

、

健

康

警

三
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課
保
健
一
る
。
重
さ
れ
る
方
は
、
蓄
し
一

Z
毘

城

所

eτ
島
団
地
第
一
丸
島
@
王
建
マ
初
日
露
。
言
葉
(
内
線
二
五
八
)
へ

O

Hι
一
衛
生
係
(
内
線
一
豆
八
)
一
込
み
を

b

一
1
・箔
2
、
マ
訪
日
小
鍋
島
@
一
西
海
地
、
マ
初
日
ふ
じ
み
出
町

高

一

融

機

緩

チ

ェ

ッ

ク

を

す

対

象

議

以

下

の

在

宅

療

養

一

大

雪

地

、

マ

望

大

島

土

マ

官

ふ

じ

み

野

一

一

中

で

寝

た

き

り

の

方

語
一
平
塚
山
開
票
で
は
、
震
づ
く
一
マ
利
用
料
金
書
一
千
一
一
言

翻

翻

一

内

翻母子健議手帳本間・別冊、筆記用

具、曲ブラシを持参

(3カ、月児]

・5月 18H 63革 lJllEト 10日生

S Jj25Ll 63年 1，lJll[j--2u日生

・6月 l日 63年 lJ-J21'1l---羽田生

(1麓 6カ、月児]

• 5月10日 61年l1iJ1 f;~10 日生

5月17日 61卑 11 け llf マ ~20 日生

・5JJ24fl 出年n!J211J~3C 日生

[ 3車児]

• 5 tH2日 60年 3円 1口--.10日マミ

• 5月四日 60年 3月11日---20日乍

・5月26日前年 3f:J21日---31[J生

輔全日程出席する

離前期{妊掘 6カ、月までの方〉

5 月 9 日午後 1 時30分~4 時

5丹羽田午後 l時 30分 -4時

5月23日 午前日時~午後 2時四分

轄後期(妊轍 8か月以降の方〉

5 月 30日午桂 1 時30分~4 時

6F14日 午 前 9時30分~日時30分

轄会場保憧センター

開 主 治 医 の 許 可 を 得 て か ら ご 幸 加

を。 6月 4日は、ご夫少暑でどうぞロ

輔持参するもの母子睦鹿手帳、筆

記用具(念日程共通)、スラックス

( 9日と30日)、さらし、裁縫道具

護審第 1期 魚:ま 3か口以上 4歳未

Z婚の乳幼ノEム 3還問2から B)昼間u)

潤隔て 31円1受;ずる G

醸串 2期第 i聞の 3 の接捕日

からドドパ l--:l{;らかfl以内に 1

[[J]受ける。 J 夜 6力、1]に遣するま

亡受けら札るが、 C!fらせまどにfご1"

ずることカI望ましし凡 t 

麟接種刀法開業医、病院で鐸種て i

正ぎる。搾来季けは矢印Hと二件?設を勺

関料金無料 } 

盟保険乱母子位農 3続を持参

鱒対 象満 1識から 6歳来講の幼児

盤接樋方 法開業医、持続で受けら

れる。 持樟日は炭剖とこー相談を合

輯料金無料

鶴保検証、 f詰F健美子三帳そを持害

護費対象 坑 幼 児

観キ日誌日 毎週水日夜行

観時間 々的 98守山分--10H."f30叶

鋼会 場保住センタ

繍母子鍵諌 f帳を持多

八 蝿 公 民 舘

JJ[王公匡語

東八幡公園

金 自 公 民 館

豊旧公民館

筏延神祖

明石町公園

中原公民館

四之宮公民館

南原公民主富

域差主公民館

大 久 保 公 麹

田村八坂神社

金自公主号館

構内公民館

椋延神社

桃浜公言習

中 原 公 民 館

大神寄木神社

日
本
人
の
肝
硬
変
の
八
O

が
が
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
、
一
五
f

山
町
が
溶
の
欽
み
過
ぎ
に
よ
る
い

も
の
で
あ
る
。
毎
日
一
ニ

1
四
…

ム
ロ
飲
む
入
は
飲
ま
な
い
人
の

i

六
倍
に
、
五
A

思
上
に
な
る

と
一
一
一
一
倍
に
増
加
す
る
と
い

わ
れ
る
。

好
調
慨
変
は
潜
在
的
に
進
む

の
で
、
筏
状
が
山
ω
て
か
ら
ト
気

づ
く
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

皮
膚
症
状
(
平
吾
平
紅
殺
や
ク

モ
状
血
管
撞
)
、
腹
水
な
ど

の
特
有
の
症
状
が
環
わ
れ
る

前
に
、
全
身
の
だ
る
さ
、
食

欲
不
振
、
吐
き
け
等
の
一
症
状

が
あ
る
の
で
、
こ
の
段
階
で

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る。

とき ヲ20鐙
午後 5時 30分間演

ンター
トニー{滋談室主)

数李野沢ひとみ
fうた〉震対語Jr港の怒鳴j

a入場自由、お越しいただいた方に豪華仕品があ

たる「お棄しみ治せん会」がある。

窃飛び入り希望者は、前日までに勤労会館〈電話

32-3355) へ問い合わせを。

主 催 平埋市労樹祭実行委員会

とこ
く〉宮司会議

<>ゲスト

今年は、従来の淡磁に漫才、マジックが

加わり、楽しさー析。ぜひ、ご翼耳f号をo

~事頚〈授。

・午 前の部午前日時から

e 午後の部午後 2時から

と ころ群探セ
。人壌擦韓料 希 宝 章 者 は 、 市 民センタ一事務局、市役所受付、駅前市民窓口センタ 、

中央公民鏡、各地区公民鎗に入場券が用意ましてあるのでお受け取りを。

主龍 平塚前・ひらつかカルチャー事業五翠営要員全(市民センター電話32..2235)



百
四
十
円
は
白
日
負
担
)

{
+
再
婚
簿
就
職
曜
盤
・
あ
な
た
の
ワ

j
キ
ン
ダ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
}

ヤ
日
程
5
月
口
日
(
山
氏
)
1
6
月

日
日
(
金
)
・
全
日
目

・
時
間
同
午
前
四
時
1
U時

マ
会
場
県
立
婦
人
組
合
セ
ン
タ
ー

マ
封
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性
首

人マ
受
講
料
無
料

申
ν
込
み
は
、
い
ず
れ
も
同
セ
ン

タ
ー
婦
人
労
橋
部
(
電
話
。
四
六
六

訂
二
一
一
一
内
組
五
回
一
一
一
)
へ
。

一
農
業
施
設
一
仙
融
公
隣

県
農
業
総
合
併
究
所
(
寺
田
縄
四

九
六
・
電
話
回
。
…
二
三
一
一
一
)
で

は
、
科
学
技
術
週
間
の
行
事
と
し

て
、
施
時

VC公
開
や
公
開
講
座
を
品
開

/¥。マ
日
程

4
月
担
日
(
金
)
1口
日

(ι

仁
)
の
午
前
日
時
i
午
後
3
時

マ
内
容
描
設
公
開
一
、
技
摘
梱
詩
、

ピ
デ
オ
放
映
、
野
菜
な
ど
の
即
売

(
即
売
は
お
己
の
み
)

，
公
間
開
講
座
句
去
最
し
む
家
庭
菜

隆
(
幻
日
午
後
1
時
1
3
時
)

}
大
舎
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
時

5
R目
白
(
日
)
午
前
9

時
四
分
1
午
後
2
時

マ
金
場
高
麗
山
、
湘
南
平

・
集
合
県
立
湘
南
青
少
年
の
家

マ
対
象
青
少
年
と
家
ι

旗
二
百
人

ヤ
申
込
期
限
5
月
四
日
(
木
)

マ
申
込
先
県
立
湘
南
青
少
年
の
輩

(
電
露
出

i
O六
七
六
)

-
期
日
5同
月

6
日
(
金
)

・
会
場
農
業
百
館
(
八
重
咲
町
)

門
誌
綾
準
機
鱗
留
金
}

?
期
日
5
月
M
B
(
火
)

マ
会
場
勤
労
会
館

守
講
習
受
付
梢
防
本
部
予
防
課
危

険
物
慌
(
内
線
三
九
二
)

山
洋
子
一
千
五
十
五
円
、
小
山
田

ト
ラ
E
万
円
、
小
林
清
孝
五
千

円
、
こ
ゆ
る
ぎ
会
・
若
葉
会
十
万

円
、
ロ
入
金
一
千
円
、
城
島
公
民

館
ま
つ
り
募
金
二
千
七
百
六
十
八

円
、
沼
尻
峰
子
二
千
三
百
五
ト
六

円
、
山
口
セ
ン
・
山
口
開
一
一
二
十

万
円
、
熊
沢
武
司
七
千
円
、
大
谷

友
子
五
千
円
、
大
谷
雪
子
一
一
一
千

円
、
北
野
秋
雄
一
万
一
一
一
千
二
百
八

士
一
一
円
、
江
戸
崎
町
民
生
委
員
会

一
万
円
、
小
鍋
島
葉
月
会
七
万
四

τ
L
一
回
四
十
一
一
円
、
和
紙
工
芸
受
講

者
白
人
六
千
円
、
つ
く
し
看
護
婦

家
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
平
揮
地

区
労
憤
組
台
協
説
会
?
万
円
、
老

人
セ
ン
タ
ー
利
用
者
千
千
五
自
八

十
一
句
、
林
置
潤
忠
一
z
八
台
六

十
九
円
、
帝
時
十
一
婦
人
会
・
真
土
生
活

学
校
七
万
一
…
百
八
十
円
、
吉
沢
手

芸
ク
ラ
ブ
五
下
向
、
港
地
鼠
ふ
れ

あ
い
広
場
八
子
七
百
六
十
一
内
、

高
村
団
地
東
自
治
会
一
一
千
四
百
十

四
円
、
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
者

九
百
円
、
っ
ち
ゃ
ホ
ム
一
同
六

千
六
百
四
円
、
ホ
イ
ス
カ
ウ
ト
平

阿部第
3
閉
七
千
三
台
八
十
円
、
八

幡
八
翼
ム
京
王
子
日
百
六
十
円
、
湘

央
建
設
組
合
大
野
支
部
一
万
八
平

五
前
一
二
十
円
、
市
民
太
学
講
座
受
講

者
千
-
一
百
円
、
神
奈
川
生
協
八

幡
フ
ロ
ッ
ク
五
千
円
、
車
場
市
料

理
飲
食
業
組
合
連
合
会
ト
万
円
、

鈴
木
肉
忠
一
二
千
七
芭
九
ト
八
円
、

佐
藤
石
油
八
千
八
百
六
十
六
円
、

田
興
麗
二
し
十
五
万
円
、
匿
名

(
2

件
一
一
…
十
四
万
一
千
六
百
二
十
六
円

マ
社
金
鴇
祉
へ
・
磯
崎
…
鱒
夫
二

千
円

マ
恵
ま
れ
な
い
子
へ

e

機
崎
勉

一
千
円

守
交
福
議
児
へ
@
日
産
車
体
試
作

課
一
万
一
千
六
」
「
一
一
一
円

マ
定
員
百
人
{
先
着
順
)

マ
翌
詩
料
無
料
{
教
材
費
一
ヱ
五

百
円
は
自
己
負
山
明
石

申
し
込
み
は
、
5
月
日
日
へ
月
)

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
を

記
入
の
う
え
、
一
一
千
日
目
指
υ
勢
鼠
市

上
粕
崖
一
五
七
一
一
一
産
業
能
率
大
学

企
画
広
報
課
(
電
話
町
二
二

一
)
へ
。

(8) 

一
敗
と
い
っ
て
も
、

し
て
死
ん
だ
り
っ
ぱ
な
武
士
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
お
墓
も
な
く
、
じ

む
ら
う
人
も
い
な
い
。
せ
め
て
一
向

だ
け
は
、
残
し
て
お
い
て
や
ろ
三

で
は
な
い
か
)

家
撲
に
言
わ
れ
、
家
来
た
ち
山

ふ
り
か
え
っ

τ告
分
た
ち
が
、
そ

ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
と
考
え

る
と
、
と
て
も
悲
し
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
御
殿
が
ま
も
な
く
つ

j
議
潔
!

く
ら
れ
、
御
殿
は
中
原
の
御
殿
、

江
戸
に
幕
府
を
つ
く
っ
た
、
徳
御
殿
を
つ
く
る
こ
と
は
、
よ
ろ
し
ま
た
は
雲
雀
野
(
ひ
ば
り
の
)
の

川

家

康

と

い

う

え

ら

い

人

が

、

む

く

あ

り

ま

せ

ん

」

御

殿

F£
ば
れ
、
お
干
の
内
は
鯨

か
し
た
び
た
び
、
平
塚
の
野
原
や
し
か
し
、
家
出
版
は
こ
の
と
こ
ろ
践
の
箔
の
一
世
門
と
し
て
残
さ
れ
ま

丘
に
、
鷹
狩
(
た
か
が
り
)
に
来
が
と
て
も
気
に
入
っ
た
の
で
、
ひ
し
九
八
百

ま

し

た

。

ま

が

あ

る

と

や

っ

て

来

丈

ζ

つ
お
寺
の
お
訪
さ
ん
は
、
と
て
も

欄
胤
狩
と
い
う
の
は
、
か
い
な
ら
と
っ
古
い
お
寺
子
、
か
り
の
御
殿
警
ん
で
、
家
康
が
死
ん
で
か
ら
も
、

し
た
腐
を
つ
か
つ
て
、
高
や
小
さ
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
畿
に
感
識
し
て
権
現
(
ご
ん
け

な
動
物
一
を
つ
か
ま
え
さ
せ
-
る
も
の
と
こ
ろ
が
、
家
康
を
ま
も
る
た
ん
)
様
と
し
て
お
ま
つ
り
し
た
そ

で

す

。

め

に

、

お

供

の

~

本

来

が

お

う

ぜ

い

う

で

す

。

自
分
が
住
ん
で
い
る
江
戸
か
ら
つ
い
て
来
る
の
引
に
お
与
に
治
め
そ
れ
か
ら
、
な
ん
十
年
か
が
た

来
て
、
鷹
狩
を
す
る
の
は
と
て
も
さ
れ
ず
、
だ
ん
だ
ん
ふ
じ
ゅ
う
に
っ
た
あ
る
年
、
江
戸
の
お
域
が
焼

ふ
べ
ん
な
の
で
、
中
原
に
御
殿
を
な
っ
て
き
ま
し
た
c

こ
れ
を
見
か
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
中
販
の
郷

た
て
い
令
っ
と
思
い
、
好
奇
γ
4富
士
ね
た
お
寺
の
お
坊
さ
ん
が
言
い
ま
践
を
こ
わ
し
て
、
江
戸
へ
運
ぶ
こ

山

が

よ

く

見

え

て

、

と

に

な

J

り
ま
し
た
。

土

地

が

高

い

と

こ

ろ

と

こ

ろ

が

、

議

門

は

な

い

も

の

か

と

、

だ

け

は

ど

う

レ

て

も

お
寺
の
門
に
し
か
日
比

え
ま
せ
ん
の
で
、

く〉沼署霊

4 月 16El 

(土) 10時~

15時 ダ イ ク

マ庄前/5T1 
14日 (オ二) 10 

時時ダイ

クマ浩前

く〉ご綴ブ3ありがとうご'f5いました (3}守)

平塚駅北口高官、平塚駅南口前、紅主主パールロード

街、ハーフ&トップ前、中南信用金庫四之宮支活、再吾

島工業(株)、菱華工業(株)、三共化成工業(株)、

高局波熱鏡(株)、(株)三和ケミカル、日産主車体(株)、

三共(株)、(株)明製作所、モダンプラスチック工

業(株)、三協化学(株)、日揮ユニバーすん

器密手自83年 4!'弓守 58

時
閉
瑚
割

日
本
罪
十
字
矧
奈
川
支
部
荒
事
市

地
区
で
は
、
臼
お
苓
k
t
看
護
持
講
習

会
を
開
く
。

マ
臼
砲
3
月
9
日
(
月
)
1
日
目

(日)・

H
臼
(
と
)
は
除
く

・
時
間
午
後
6
時
加
分
1
9
時

(
日
曜
日
は
午
前
日
時
1
守
後
4
時
)

マ
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

マ
受
講
料
無
料

マ
申
込
期
限

4
月
拍
日
(
木
)
先

マ
議
都
市
プ
ロ
ッ
ク

4
月
出
日

(
月
)
、
5
月
口
日
(
丹
)
、
6
月
訂

日
(
月
)
、

7
月
訪
日
(
月
)
の
午

後
1
時
3
2時

門v
寓
轟
科
5
月
日
日
(
火
)
、
7

月
日
日
(
火
)
の
午
桂
1
時
1
2

手
会
場
、
福
没
古
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
撞
祉
総
務
課
更

生
福
祉
部
(
内
線
-
一
二
一
一
)

i
ナ
i

県
で
は
、
間
四
芸
倍
談
コ
!
ナ
を

設
け
、
季
節
の
草
花
心
展
示
や
相
談

を
受
け
て
い
る
。

守
会
場
掃
品
開
翠
芸
相
経
コ
ー
ナ
ー

(
農
業
会
館
1
階
・
議
話
口

l
O五

九
三
)

マ
相
談
日
日
曜
日
、
剖
祭
出
を
除

く
時
日

域
山
f
ム
管
議
事
務
所
(
賓
J
H

向。

四
二
七
位
l
二
八
一
一
…
こ
で
は
、

ダ
ム
放
流
に
よ
る
災
害
を
未
扶
に
防

ぐ
た
め
、
ダ
ム
管
理
構
習
を
行
っ
。

当
日
は
、
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
せ

ず
、
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
、
サ
イ
レ
ン

な
ど
で
行
う
た
め
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
。

マ
実
施
臼
5
月
9
臼
(
月
)

門v
実
施
場
所
域
山
ダ
ム
3
相
模
川

河
口

?
日
時
4
月
時
日
午
後
4
時
却
分

1
6
時
泊
分

マ
会
場
東
海
大
学
指
南
校
舎
松
前

記
念
臨

マ
講
師
様
相
暗
躍
次
郎
民
(
問
団
年
パ

ソ
ー
ダ
カ
!
ル
ラ
リ
総
合
2
位
)

マ
講
損
害
(
揖
パ
リ
ー
ダ
カ
!
ル
ラ

リ
!
泣
百
聞
の
激
走

マ
問
い
合
わ
せ
先
東
海
太
常
湘
南

公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
(
電
諮
問

一
二
一
一
内
線
五
五
O
九
)

う貴重た 見にしばさこでで 点謀議誌 なんつう皆でて供でい賓
8 で 5分 A えはく Lーんとはい 品ぬ A議幾媛緩弘 り7tくにんし たもらか年 A

喜文重重苦ぎを警民民主菱三 A 怨麟欝 一言さ霊祭宗主子二主夫告書
事支狩刊誌町村長野義主轟箆雪会主 ζモiを喜ZZ界今幸
'" a I ri 同日付、若笠〉長習んのりーで年…のごのた二
年 ょ凄緊 おので強亡厳 A 長一点払詠ダ九五ごご とこま人い生品審問し厚在日寺年

323fE;H2主2翠管長私立た2352R22H3
ょ人い に君厳れ父る長室第三事1華三三養護記暴悪翁孝義つに によ、んの子れてちゅ

鍵母c;よていと つ滋つな附ザ，~_~____ f壬 ましは人忙 2くレさい B
にさ うしなの A て第てっ 著書育研究所(33)5535ー が召しいとでしううせまん投手君

雪合室にを宅重苦足手左手 お父さんと子供管宗主君Eぎくえぢ至福宮竺
て{司さ子たたし B かとい校 い中 子 気 ら 始 お い の で す 入

量=を脅さ主義喜三しま tこれ主見ニgQ55宅芝草 思議完全去三て主主主

1話芸員biiiiziE;ZZ討をZS口弓iiH時
要 はとこがっさす力者く先じま草寺に年にの主主つ、 まと B ん事。やげお小
売2おつのよHてん J。合になにらりにな配入で校たま旦 いなまさーがそるで母さ

ス
ポ
j
ツ

b
w
i

護

金

一

AW
陀
V

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ツ
療
韓
基
金
ヘ
ム
平
塚

市
体
育
指
導
要
員
有
忘
一
万
問
、

小
柴
一
時
吋
一
万
円
、
学
塚
市
料
理

飲
食
業
組
合
連
合
会
二
ト
万
円
、

江
川
ト
シ
F

一
千
九
百
二
十

円
、
リ
ン
ダ
ク
一
フ
フ
託
手
円
、
江

川
ト
シ
F
-
山
崎
十
一
一
夜
五
千

司、
A

掛
け
汗
勝
目
万
円
、
長
田
裕

=
万
円
、
遠
藤
氏
彦
一
一
万
円
、
建

名
八
万
円
、
一
千
五
十
月

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

婦
人
を
対
象
と
し
た
講
腎
会
を
開

く
。
締
め
切
り
は
4
月初亡に。

{
経
理
事
務
(
初
紐
)
講
習
合
〕

マ
日
程
5
月
6
日
(
金
)
〈
、
7
月

日
日
(
水
て
全
担
問

・
持
間
午
前
四
時
、
~
ゅ
よ
後
3
時

マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

叫
人
(
指
せ
ん
)

門v
受
講
和
無
料
(
教
材
費
五
千
一

県
教
育
委
員
会
と
産
業
能
準
大
学

で
は
、
昭
和
臼
年
度
神
奈
川
県
大
学

公
識
調
車
そ
開
く
む

マ
臼
稽
5
月
回
日
(
金
)
3
7
月

四
日
(
金
)
・
全
日
田

・
時
間
午
後
2
持
部
分
1
4時
叩

ネ
J

4
ノマ

会
場
産
業
能
串
大
学

マ
テ
!
マ
人
間
関
楳
そ
よ
く
す
る

こ
と
ば

昭
和
田
年
祭
2
鴎
危
険
物
取
抗
告

試
験
が
行
わ
れ
る
。

マ
試
鞍
5
6月
5
日
(
日
)

マ
試
験
全
場
神
奈
川
大
学

マ
騎
醤
受
付

第

5
E全
開
一
斉
ワ
オ
ー
ク
ラ
リ

せ
る
と
、
古
い
お
寺

が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
、

ζ

人
が
考
え
て
い
る

の
お
寺
へ
来
玄
見
る

ζ
、

と

、

窓

士

山

が

ま

活

「

機

現

様

が

、

だ

い

に
沼
の
4

一

引

い

っ

ぱ

い

じ

に

し

て

い

る

門

で

に

広

が

っ

て

い

る

、

す

か

ら

、

で

者

与

(
V

こ

と

て

も

す

ば

ら

し

い

と

で

し

た

ら

、

病

原

紫

色

で

し

た

。

に

あ

る

お

寺

の

円

一

に

土

地

の

老

人

た

ち

し

た

い

と

患

い

ま

す

に

、

こ

こ

に

あ

る

お

寺

は

、

い

つ

レ

た

。

の

で

、

ど

う

か

こ

わ

さ

な

い

で

一

く

ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
の
か
、
と
務
く
「
こ
こ
か
ら
北
東
の
ほ
う
に
、
一
品
だ
さ
い
」

と

、

い

丘

が

あ

り

ま

す

か

ら

、

そ

こ

へ

村

の

人

た

ち

が

、

門

を

こ

わ

そ

一
わ
た
し
た
ち
が
、
生
ま
れ
る
一
一
郎
お
寺
を
ひ
っ
こ
そ
う
と
思
い
ま
う
と
し
て
い
る
役
人
に
、
な
ん
ど

か
ら
あ
る
お
寺
で
、
わ
か
り
ま
せ
す
。
お
寺
の
あ
と
は
、
好
き
な
よ
も
な
ん
ど
も
お
弱
い
し
た
の
で
、

ん
。
た
だ
、
戦
い
で
な
く
な
A
れ
う
戸
御
殿
を
つ
く
ら
れ
る
の
が
よ
御
殿
に
あ
る
裏
聞
け
は
、
む
か
し
ど

た
畔
的
(
く
ろ
た
)
の
燦
様
が
、
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
お
寺
の
門
お
り
、
お
寺
の
門
に
な
っ
た
そ
う

住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
」
だ
け
は
、
前
の
殿
様
が
つ
く
ら
れ
で
す
。

家
主
小
た
ち
は
、
鍬
の
武
士
が
住
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
わ
さ
な
い
も
し
、
袋
内
が
江
戸
に
遼
ば
れ

ん
で
い
た
こ
と
を
心
配
し
て
、
反
で
く
だ
さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
た
ら
、
今
ご
ろ
は
、
ど
う
な
っ
て

対

し

ま

し

た

。

す

一

い

た

か

わ

か

り

ま

せ

ん

。

「
ま
た
こ
の
あ
た
り
に
は
、
ほ
聞
い
て
い
た
家
来
た
ち
は
、
敵

a

作
博
物
勢
最
今
泉
薮
緩

ろ
ほ
さ
れ
た
敵
の
生
者
残
り
が
、
が
つ
く
っ
た
も
の
を
残
す
な
ん
て
・
カ
ッ
ト
小
牧
市
耕
太
氏

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
と
ん
で
ぢ
な
い
、
と
怒
り
ま
し
た
。

う

最

近

、

新

し

く

!
建
て
替
え
に
必
っ

た
小
、
中
学
校
訂
校
舎
や
体
育

館
に
、
楽
し
く
夢
の
あ
る
壁
画

が
見
ら
れ
ま
す
。

子
供
の
型
怪
奇
費
一
つ
た
め

に
大
変
良
い
こ
と
と
添
わ
れ
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
飯
田
首
や
基

準
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

(
事
議
窓
士
間
約
億
子
さ
ん
)

汚
と
し
て
の
基

い
ね
越
え
一

準
は
特
に
設
け
て

い
ま
せ
ん
が
、
燥
で
行
っ
て
い

る
「
文
化
の
た
め
の
一
ド
事
業

子殺の施設に幾しい

夢のある盤離が…

棄売しまれ、愛される

地主義のシンボルに

フに綴と木をデザインし

た審会晃寸噛者暑の霊童E萄

(
敬
転
時
)

マ
栓
金
福
祉
基
金
へ
・
中
村
缶
五

郎
一
千
円
、
長
尾
ノ
フ
子
四
百

八
円
、
平
塚
唖
工
会
議
所
婦
人
会

三
十
四
万
七
子
五
百
円
!
?
一
円
、
端

て

い

ま

す

。

学

校

体

育

館

の

笈

開

聞

に

は

「

閏

事
業
授
は
建
設
費
+
ほ
の
一
扇
風
景
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
夕

刊
恥
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
装
イ
ル
張
り
の
壁
雨
、
そ
し
て
岡

飾
、
ア
J

デ
ア
、
空
間
の
活
用
崎
公
民
館
内
部
に
は
「
古
地

な
ど
、
施
設
の
条
件
の
中
で
工
関
℃
丞
訳
現
し
た
陶
板
レ
リ
ー

さ

、

夫

し

て

い

ま

す

。

フ

な

ど

を

設

援

し

ま

し

た

。

ボ
ル
と
な
り
、
さ
ら
に
人
間
味
校
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
擁
設
昭
和
六
十
二
年
度
に
は
、
事
そ
の
惣
、
新
し
い
施
設
に
は

驚
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
建
を
綾
設
す
る
と
き
、
地
域
や
施
土
見
小
学
校
校
舎
に
、
「
仲
よ
地
域
に
あ
う
壁
画
な
ど
を
設
置

物
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
な
ど
し
設
事
帰
さ
れ
る
方
々
か
ら
親
く
、
羽
る
く
、
話
よ
く
い
と
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会
が

て
、
文
化
的
環
境
且
つ
く
り
~
を
す
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
い
う
タ
イ
ト
ル
で
妓
箔
隊
の
陶
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧
く
だ
さ

る
こ
に
あ
わ
せ
て
、
現
夜
学
る
よ
う
に
壁
画
な
ど
在
設
資
し
板
レ
リ
ー
フ
と
疑
編
、
豊
沼
小
い
。
(
繍
務
議
)

県重治勿ミ議センター(電話58，-..3411) で:ま、

問えなくなったえ、摘の出回収容号、今回も改

の日程で?了う。

当日、犬を出されるえjは印鑑、えの読本し、出
射諦票、実主え子三帳を持参し、描については、麻

袋かダンホール稿に人れていただきたい。

なお、収管事心停臨時間は10分間。

また、犬、 j誌についての否情 相談や野メミむ

捕獲依頼も10Jセンターへ。

5J37S (こと) 5月21S (ニと)
8 神田公民餌 8 45 横内公民館

9 : 05 大野公民館 9 : 05 八槽公民館

9 : 30 盟国公民館 9 : 30 松原公民館

9 : 55 城島公民鵡 9 : 50 講習公民館

10: 20 悶崎公民館:10 : 10 花水公民館

10: 45 念 日 公 民 館 10: 40 中原公民館

11 : 10 毎回公民舘 11 : 00 旭公民鮪

11: 20 さ 沢 公 民 鮪
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